
　今年の干支は、壬寅（みず
のえとら）。陰陽五行説では、
陰から陽への華々しい変化の
年とされる。コロナ禍は終焉
に向かうと予想されたのか、
昨年の中医協で、診療側は外
来・入院時の診療報酬の特例
加算の延長を求めたが、９月
末で打ち切られ、６歳未満の
外来診療特例加算も点数が半
減され、今年３月で打ち切ら
れる。コロナウイルス検査点
数も、抗原定量検査は12月31
日から600点が300点に、１月
１日から PCR院内検査は

1350点 か ら700点、 外 注 は
1800点から1350点、４月から
700点となる。既に購入した
試薬や検査キットや契約金額
では赤字になり、価格交渉が
必要になった。
　年始早々から、オミクロン
株の爆発的な流行が始まり、
第６波が表明された。オミク
ロン株は、重症化リスクは低
いが、潜伏期間が短く、感染
力が強い。沖縄・岩国・横須
賀など米軍基地が流行の起点
となったが、日本の水際対策
は日米地位協定により、米軍

に適用されない。感染や濃厚
接触による医療従事者やエッ
センシャルワーカーの欠勤が
多数となり、待機期間が見直
された。全ゲノム解析では、
ウイルス表面のスパイクタン
パク質に30以上の変異を認
め、ワクチン効果が薄れ、既
接種者のブレークスルー感染
が多くを占め、治療薬では、
「抗体カクテル療法薬」の効
果が低下する。
　ヒトのかぜの20％が、旧型
コロナウイルス感染症とされ
る。近年の研究で、ヒトコロ

ナウイルス「OC43」を分子
時計法で遺伝子変化を調べる
と、1890年前後にウシコロナ
ウイルスから分岐したと推定
された。1889年から1895年頃
まで、全世界で、「ロシアか
ぜ」が流行し、当時の世界人
口約15億人の内100万人が亡
くなったという。さらに昨
年、当時の英独の「ロシアか
ぜ」医療記録を分析したとこ
ろ、味覚・嗅覚など神経症状
や、肺や胃腸への多臓器への
影響など、COVID-19に共
通点がある、と報告された。
これらの事実を繋ぎ合わせ、
「ロシアかぜ」が流行を繰り
返し、人類は集団免疫を獲得
し、ウイルス自身も変異を重
ね、現在の「OC43」に至っ
たと推論されている。
　昨年11月にオミクロン株が
発見された南アフリカでは、
12月中旬にピークアウトし、

その後に感染者数が急減した
ものの、重症者数は遅れて増
加した。本邦の医療の特徴
は、フリーアクセスと言われ
てきた。COVID-19が、２
類相当感染症に位置付けられ
ると、設置数も人員も機能も
縮減した保健所が関所とな
り、医療機関にアクセスでき
ないままの自宅死が相次い
だ。その反省から、厚労省は、
第６波では保健所を経由せ
ず、医療機関で自宅療養者の
健康観察が可能との見解を示
したり、重症化リスクの低い
人は、医療機関を受診せず自
宅療養との通知を出すなどの
対応が続いた。今年の診療報
酬改定で、厚労省と財務省
は、コロナ禍を教訓とはせ
ず、病床削減などを推し進め
る。国民と医療従事者が不利
にならないよう刮目の１年が
始まった。

勤務医部長　原田 佳明

コロナ禍は終焉に向かうか
壬寅の2022年に
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84開 業し て 思 う こと

　2017年11月に千里中央花ふさ皮ふ科を大阪
府豊中市に開院しました。その後ご縁に恵ま
れ、2021年12月に分院として江坂駅前花ふさ皮
ふ科を大阪府吹田市に開院しました。２院とも
に「患者さんに信頼され、スタッフがワクワク
楽しく働き、クリニック自体が成長し、日本社
会に貢献する、４方よしのクリニック」を診療
理念とし、「圧倒的に丁寧な皮膚科診療・美容
皮膚科診療を通じて、日本社会に貢献する」こ
とをミッション、「皮膚科診療・美容皮膚科診
療で日本一信頼されるクリニックグループを創
る」ことをビジョンとしています。
　私は大学病院勤務が長く、開業するまで開業
医の仕事がこれほどまでにやり甲斐があり、か
つ責任が大きい大変な仕事とは思ってもいませ
んでした。正直なところを申し上げると、大学
病院勤務より開業医のほうが楽だと甘く見てい
ました。そのため、千里中央花ふさ皮ふ科を開
院した当初は診療理念も何も無く、院長として
未熟な私は、受診していただく患者さんにただ
必死に向き合うことしか考えていませんでし
た。その結果、たくさんの患者さんに受診して
いただく一方で、毎月のようにスタッフが退職
していく有様でした。またCOVID-19の影響

で精神的に余裕が無くなっていた院長の下を
去って行くスタッフは更に続出していました。
「なんで私は患者さんのこともスタッフのこと
も一生懸命大事にしようと思ってるのに、ス
タッフは辞めていくんだろう？」その中で気付
いたことは、クリニックを成長させていくため
に、院長という職は、医師として患者さんに提
供する診療技術を高めていくだけではなく、ク
リニックという組織のトップつまり経営者とし
て、人格を磨くことが必要不可欠だということ
です。院長の私が周りの人たちに支えられて毎
日健康に楽しく診療できていることに感謝する
ことが一番大事だと、失敗を繰り返す中で気付
きました。周りの人たちに感謝し、スタッフの
物心両面での幸せについて相手の立場に立って
本気で考えることで患者さんに丁寧な診療を提
供することができ、それがクリニックの成長に
つながり、クリニック近隣の地域社会そして日
本社会に貢献することができることに気付きま
した。次世代の役に立ちたい、社会貢献したい
という気持ちから、母校の高槻中学・高槻高校
の学生に講演する機会も頂きました。
　開業して４年。クリニックは２院になり、ス
タッフ数も開院時の約10倍に増えました。まだ

人格を磨く
医療法人佑諒会　千里中央花ふさ皮ふ科　理事長　花房 崇明（豊中市）

まだ組織として未熟なクリニックですが、患者
さんに「圧倒的に丁寧な診療」を提供し、ス
タッフの「やり甲斐」「人間関係」「給与」「勤
務時間」のバランスを考え、楽しくワクワク
働いてもらい、「クリニックを成長」させて豊
中・吹田の皮膚のことで困っている患者さん
に「花ふさ皮ふ科なら何とかしてくれる」と心
の拠り所となる皮膚科クリニックを創ることで
「社会貢献」する、４方よしのクリニックを更
に発展させることを目指してこれからも明るく
楽しく頑張る所存です。

待合スペースにある神棚
健康に楽しく診療できていることに日々感謝

東京財団政策研究所・研究主幹 渋谷 健司 氏

新型コロナパンデミックの
終焉に向けて
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